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2021 年度の龍谷大学福祉フォーラム対話共創型
プロジェクトでは、これまで「お寺で出会い、地域
にご縁 ～つながり・居場所をどう作るか～」をテ
ーマとしてオンライン講座を 3 回にわたり開いて
きました。 
 今回は、お寺との地域活動の事例の仮想シナリオ
をもとにした活動プランを作成するワークショッ
プを開催します。オンライン講座から得られた理解
を参加者の皆さんと共有し、お寺を活用した地域に
おけるつながり・居場所づくりのスキルやノウハウ
を学ぶ実践的ワークショップです。 
 地域連携や社会貢献活動に取り組んできた龍谷
大学、浄土真宗本願寺派の関係者と共に、貧困・こ
ども・高齢者・防災・SDGs などの社会課題を解決
するヒントを「お寺で出会い、地域にご縁」を作る
なかで共にみつけましょう。 

 

●以下のサイトよりお申し込みください。（受講申込期間：2 月 22 日（火）～3 月 8 日（火）） 
 https://event.rec.seta.ryukoku.ac.jp/taiwakyoso 
 

 

お知らせ 福祉フォーラム対話共創型プロジェクト ワークショップを 3 月 12 日（土）開催！ 
「お寺で出会い、地域にご縁～つながり・居場所をどう作るか～」 

ご報告 ビジネスチャンス発掘フェアに出展しました！！ 

東大阪・堺・河内・泉州地域の 12 商工会議所/商工会および大阪
シティ信用金庫、枚方信用金庫、八尾市が主催するビジネスチャン
ス発掘フェア（1 月 26 日、27 日 in エディオンアリーナ）に出展し
ました。 

本フェアは、大阪府内を中心とした企業の優れた技術・製品のＰ
Ｒおよびビジネスマッチングの促進を目的として、180 社あまりの
企業と龍大をはじめとした 7 大学・高専が製品や技術を紹介するも
のです。 

龍谷大学は、産学連携の製品化・技術移転事例として、無線電力
伝送システム（先端理工学部電子情報通信課程 石崎俊雄先生）、可
視光応答型光触媒（先端理工学部電子情報通信課程 山本伸一先生） 
摩擦圧接技術（先端理工学部機械工学・ロボティクス課程 森正和
先生）の３シーズを紹介しました。 

来場者からは、実際に製品化・技術移転まで進んだ産学連携事例
という点で大きな注目を頂きました。また、本学出身者やご子息が
在学中の企業の方々も多く来られ、先端理工学部と産業界との結び
つきを知って頂く機会にもなりました。 

 
 
 
 
 
 

龍谷大学

ワイヤレス・電池レス︕
無線電力伝送システム

異種金属・非鉄金属を接合︕
摩擦圧接技術

大学特許の技術移転︕
可視光領域で使える光触媒

製品化 ・技術移転された大学研究成果事例の紹介

①技術概要
摩擦の熱エネルギーと強圧力を利用し 、
溶融溶接のように母材を溶かさず、半溶融
状態で接合
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AL-Niの摩擦圧接例

②特徴
●アーク溶接やガス溶接に比べ 、CO 2の
排出が1/2 ，溶接棒やフラックスが不要

●融点が大きく異なる材料の接合が可能

材質 Fe SUS Ni Ti Cu AL

融点℃ 1538 1420 1455 1941 1085 660

各種材料の融点

コストと機能の両立 機能の組み合わせ

Fe＋SUS＝コスト＋堅牢 AL＋Ni=軽量＋堅牢

●コストと機能の両立 、機能の組合わせ
機能の組合わせ例

①技術概要
高効率な可視光型光触媒として働く単斜
晶系バナジン酸ビスマスBiVO４製造技術

②従来の課題
●酸化チタン TiO2

紫外光で光触媒効果を発揮するので
屋内では紫外光ランプが必要

●タングステン酸化物 WO3
アルカリ性の洗剤・カビ除去剤で溶解

③特徴
●毒性がなく耐熱性のある黄色の顔料で

塗料、プラスチック、セラミックス等に利用
●波長517nm以下の領域で効果

→ TiO2の7倍の効率 (図1）
●可視光照明でも効果を発揮

→ 1時間で効果を発揮（図2）

●水の浄化や外壁の汚れ防止
●屋内でも機能する抗菌・脱臭
●人工光合成による水素発生

④応用

①技術概要
電磁誘導方式や磁界共鳴方式を用い 、
数cmから数十 cmの距離でも高効率で
電力伝送が可能
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EV 自動搬送車

ロボットなど
回転機構

スマホなど
モバイル

CLOUD

IoTデバイス

コンデンサ

電源
負荷電磁界

数十cm

髙い

電磁界

数cm

髙い

磁界

電源
負荷磁界

●安定した電力伝送を行う共振器・電源・
整流器・自動整合回路等の技術を開発

<保有特許3件>
特許5952662 号/特許6024015 号/許6644234 号
●均一な電力伝送を実現する送電コイルと

受電コイルの最適設計技術を開発
<保有特許1件>
特許6024013 号

②特徴

無線電力伝送方式の比較

＜問合せ先＞ 龍谷大学 龍谷エクステンションセンター（REC）
電話 077-543-7743 E-mail rec@ad.ryukoku.ac.jp HP︓https://www.enekan.or.jp/

③連携例

・設備保有

O鉄工様
(滋賀県)

試作・製品化

龍谷大学

・接合条件設定
・物性/強度評価

研究開発

●鉄筋補強材（耐久性とコスト対応）
SUSネジ部＋一般鋼材の接合

●バルブ部材（コスト対応）
異種形状のSUSの接合

O鉄工様
(滋賀県)

試作・量産加工

・接合条件設定
・物性/強度評価

研究開発

・製品評価
・顧客対応

Ｙバルブ様
(滋賀県)

製品化

龍谷大学

・設備保有

図1.太陽光の分光と光触媒の応答波長
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図2. 照明による光触媒の効果実験

メチレンブルー水溶液 を 透明化

太い丸棒を切削
材料費と 加工費

異形材料を摩擦圧接
圧接加工費

Before After

④連携例
●特許の有償実施許諾

化学材料メーカＭ社にて製品開発中

③応用
ロボットハンドなどの回転機構やIoTデバイス、
EV、工場内の自動搬送車などへの給電

④連携例
●電子機器設計会社
(株) Wave Technology 

電話 072-758-2938 URL ︓https://www.wti.jp

高周波電源ボード
サイズ7cm×6cm

送信アンテナ

受信アンテナ

ワイヤレス給電評価用高周波電源ボード
(株)Wavetechnologyより販売

USBファン

LEDテープ

On/Offセンサ

ワイヤレス給電のデモ動画

販売サイト

動画サイト
給電距離4cm

https://event.rec.seta.ryukoku.ac.jp/taiwakyoso
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 REC News Letter は毎月発行。次回は 3 月 25 日頃発行します。 
※バックナンバーは下記よりご覧ください。 

https://event.rec.seta.ryukoku.ac.jp/news letter-3/ 
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ご報告 滋賀県「若年層向け人権啓発講義」を開催！！ 

1 月 7 日（金）に、滋賀県による「若年層向け人権啓発講義」が社会学部現代福祉学科の「障害者福祉論Ⅱ（担当:立田 
瑞穂講師）」の講義にて行われました。 

滋賀県では「滋賀県人権尊重の社会づくり条例」のもと、若い⼈たちに⼈権は⾝近なものであり、⼈権の尊重は私たち
⼀⼈ひとりが考えていかなければならない課題であるという意識をより強く持っていただくことを⽬的に、県内⼤学等
で、各⼈権分野の最前線で活動されている⽅からの講話により、⼈権課題の現状を学ぶ機会が提供されています。今年度
は本学と 2 月には滋賀県立大学で実施を予定されています。 

⽴⽥先⽣は授業の中で、「障害と⼈権：Quality of life の視点から」と題し、次のようなことをお話いただきました。 
●「Quality of Life（QOL）」とは何かを考えるため、まず、⾃分にとって暮らしで⼤切にしているもの、豊かに

してくれるものは何かを振り返ってみる。 
●その⼈のことを良く知ることで、QOL と⼈権を守るにはどうしたらよいかが分かってくる。 

授業は、講義、ワーク（個人作業、グループ）、最後にワークシート、アンケートの記入・提出が行われました。対面以
外にもオンラインで受講された学生もおられました。学生からは以下の声が寄せられました。  

●事例から、○○さんの暮らしとその障害で、どうしたら QOL を満たせるのかということについて深く考えること
ができました。 

●QOL は主観と客観でかなり変わると感じた。 
●⼈権に関する問題は、永遠の課題だなと思いました。解決には、1⼈ひとりの意識を変えることが⼤切だと思うの

で、しっかり学び考えたい。 

参加した学⽣たちには、講義とワークをとおして⼈権について改めて考えてもらえる機会となりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お知らせ 3 月の REC の活動 
●3 月 1 日（月）より「龍谷オンライン講座」第 8 期 申込開始 
 ◇みんなで学ぼう国際経済の現状と問題点を          岡地 勝二（本学名誉教授） 

◇ドイツの魅力的な都市・町をめぐる （１）          服部 圭郎（本学政策学部教授） 
◇「安全な水を世界中に」届けたい！－日本の上水技術の現状－ 奥田 哲士（本学先端理工学部教授） 

 
●3 月 3 日（木）2021 年度 第 6 回 REC BIZ-NET 研究会 

「排水処理方法の最先端技術 微生物燃料電池と液中プラズマ」（オンライン開催） 
 
●3 月 7 日（月）「小学生向けオンライン講座」第 5 弾 配信予定 
 ◇宇宙について考えてみよう                 塩見 洋一（本学先端理工学部教授） 


